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文学は「成功の仕方｣は教えてくれない？

・・・でも、何のため
の「成功」？



これからの世の中

・・・ただ人と同じに行動
するだけでは生きてい
けない・・・

・・・自分で考えないと！



英語の文学から学ぶこと・・・

・変わらぬ人間性

・現代社会を考える

ヒント

・大胆な発想力



ウィリアム・ゴールディング
『蝿の王』 (1954年)

• 戦争中、子どもたちを乗せた
飛行機は南洋の無人島に不
時着、大人たちは死亡、子ど
もたちのみが生き残る。

• 楽園となるべき孤島は、野獣
化してゆく子どもたちの生き
残りをかけた抗争の場となっ
てゆく。



救出への唯一の道

ピギーのかけていたメガネのレンズを使って、ラルフたちは火
をおこすことに成功する。

子どもたちが救出されるための唯一の道は、岡の上で焚き
火を絶やさないようにして、付近を航行する船に煙を発見して
もらうことだった。



対 立

• ラルフはほら貝をなら
すことが出来ることで、
リーダーに選ばれる。

• ピギーと共に規律を守
り、焚き火の火を守り、
救出されることを第一
に考える。

• ジャックは、狩をして野
豚をしとめ、肉を食べさ
せることで、子どもたち
を従える。

• ラルフがリーダーである
ことが気に入らない。



おとなだったら
こんな時？

ラルフとピギーはジャックの

グループがかって気ままに
行動し、暴走するのを止め
ることができず、危機感を
募らせる。

リーダーとしての

自信喪失―-

ピギーはラルフに、ほら貝
を吹いて、みんなを呼び
集めるんだと言う。

しかしもし、みんながそれを
無視したら、完全に統率
が失われ、救出のチャン
スも消える。



Grownups—「おとなたち」とは？

• We’ll be like animals.

• … we’ll soon be 

animals anyway  

• 俺たちは動物みたいに
なるだろう。

どっちにしても俺たちは
すぐに動物になるよ。

animals grownups



「おとなたち」がすることとしないこと

• Grownups know 

things. 

• They’d meet and have 

tea and discuss. 

• They’d build a ship. 

・おとなたちは物事を知っている。

• They wouldn’t set fire to the 

island. 

• They wouldn’t quarrel.

• Or talk about a beast. 

・おとなたちなら船を作る。

おとなたちは島を火事にはしな
いだろう。

・ おとなたちは集まって、お茶を
飲み、議論する。

おとなたちはけんかしないだろう。

おとなたちは獣の話をして怖がっ
たりしないだろう。

これらに共通の理由は？



「おとなたち」の行動とは

ラルフたちが考えたことと同じ

（焚き火を絶やさないようにする）

こうすればああなると将来を予測して
考え、実行すること



「おとなたち」の逆
（ジャックたち）

今、自分たちが楽しくて、

いい思いができればいい



ウィリアム・ゴールディング
『蝿の王』と現代社会

けっして
あきらめては
いけない！


